
年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 13,839 42,000 合計 13,839,280 円
報償費 86,280 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 20,000 委託料 13,753,000 円

一般財源 0 0 13,839 22,000

職員人件費　② 0 0 1,971 1,497

総事業費（①＋②） 0 0 15,810 43,497

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

　障害のある児

６

童生徒に対して、普通

年

学校に

主
た
る
内
容

　小

度

垣江東小学校の敷地内

評

に新たに校舎を増
準ず

価

る教育を施すとともに

）

、障害による学習 築し

刈

、特別支援学校として

谷

整備する。
上又は生活

市

上の困難を克服し、自

事

立を図るた
めに必要な

務

知能技能を授ける機会

事

の充実を図
る。

位
置
づ

業

け

関連計画

根拠法令 特

評

別支援学校施設整備指

価

針

対象者 衣浦定住自立

シ

圏域の肢体不自由児・

ー

者 事業期間 平成２６年

ト

度 ～ 平成２９年度

実施

（

方法 □直営　■委託　

様

□指定管理　□補助・

式

助成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ

教

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

育

年度実績 ２５年度実績

部

２６年度実績 ２７年度

一

計画

　 　 特別支援学校

般

の基本計画・基 特別支

会

援学校の実施設計を行

計

　 　 本設計を行った。

特

う。
　 　
　 　
　　　―

別

―――――― 　　　―

支

――――――

・（仮称

援

）刈谷市立特別支援学

学

校等整備検討委員会を

校

開催し、特別支援教育

整

に関わる者などの意見

備

を集約した。

成果
・特

事

別支援学校の基本計画

業

・基本設計をとりまと

担

めた。

課題

指標名称（

当

単位）
実績値 目標値

２

課

４年度 ２５年度 ２６年

教

度 ２７年度 ２９年度

活

育

動 設計進捗率（％） ―

総

― 25.5 100.0

務

―
指標

指標
・市立の特

課

別支援学校を開設して

款

いる、瀬戸市や豊橋市

項

の例を参考とした。
他

目

市との
比較検証

担当係 施設係

10

Ｃ
　

1

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

3

位：千円
２４年度 ２５



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

現在、半田市の県

平

立ひいらぎ特別支援学

成

校等他自治体の特
・法

２

的業務
高い

別支援学校

７

へ長時間かけて通って

年

いる児童生徒の負担軽

度

減
必要性 ・市民ニーズ

（

、社会需要 を図る必要

平

がある。
・市民生活上

成

必要である　など

既存

２

の小垣江東小学校と併

６

設することで、効率的

年

な施設利
・コストの節

度

減、費用対効果
高い

用

評

が可能となる。
効率性

価

・執行体制の効率性
・

）

手段の最適性　など

本

刈

来の設置主体は県であ

谷

るが、市立での事例も

市

増えており
・市が主体

事

となって実施する
普通

務

、衣浦定住自立圏域の

事

中で本市が主体となり

業

特別支援学校
妥当性 　

評

べき事業であるか を設

価

置することによる有益

シ

性は高いといえる。
・

ー

総合計画との整合性　

ト

など

強い市民要望があ

（

る中で、特別支援学校

様

の整備は、施策と

施策

式

への ・施策への貢献度

２

高い
して高い貢献度に

）

繋がると思われる。
・

会

目標達成度
貢献度 ・市

計

民サービスへの効果　

名

など

今後の方向性 □拡

担

充　■現状維持　□改

当

善・効率化　□縮小　

部

□終期設定　□休止・

教

廃止

・策定された基本

育

計画・基本設計に基づ

部

き、引き続き実施設計

一

業務を行う。

般会計
特

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

別

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

支

価
　
∨

援学校整備事業
担当課 教育総務課

款 項 目 担当係 施設係

10 1 3



0

円

財
　
源

特定財源 0 1

3

80,000 20,0

1

00 0

一般財源 27,790 14,548 24,885 0

職員人件費　② 2,476 4,980 1,267 0

総事業費（①＋②） 30,266 199,528 46,152 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 公共施設維持保全基金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 学校教育
施

平

策体系
施策の内容 学校

成

施設・設備の整備・充

２

実

目
　
　
　
的

　老朽化

６

した校舎の機能の回復

年

及び教育環境

主
た
る
内

度

容

　昭和54年に建設

評

された南校舎の内装を

価

一斉
の変化に適合させ

）

るために大規模な改修

刈

を行 に改修する。
い、

谷

生徒の教育環境の改善

市

を図る。

位
置
づ
け

関連

事

計画  

根拠法令  

対象

務

者 刈谷南中学校の生徒

事

及び教員 事業期間 平成

業

２１年度 ～ 平成２６年

評

度

実施方法 ■直営　■

価

委託　□指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

２４年度実績 ２５年

担

度実績 ２６年度実績 ２

当

７年度計画

刈谷南中学

部

校北校舎の内装改 刈谷

教

南中学校南校舎の管設

育

備､刈谷南中学校南校

部

舎の内装改 　
修工事を

一

行った。 電気設備、外

般

装の改修工事を 修工事

会

を行った。 　
行った。

計

　
　
　　　―――――

刈

――

設備等に不具合を

谷

起こしていた北校舎、

南

南校舎の機能面を回復

中

することができた。

成

学

果

課題

指標名称（単位

校

）
実績値 目標値

２４年

大

度 ２５年度 ２６年度 ２

規

７年度 ２９年度

活動 改

模

造工事進捗率（％） 5

改

1.9 92.7 100

造

.0 ― ―
指標

指標
 

他

事

市との
比較検証

業
担当課 教育総務

Ｃ
　

課

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

款

位：千円
２４年度 ２５

項

年度 ２６年度 ２７年度

目

２６年度

（決算） （決

担

算） （決算） （予算）

当

事業費内訳

事業費　①

係

27,790 194,

施

548 44,885 0

設

合計 44,884,8

係

00 円
工事請負費 4

1

4,884,800 



3 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　築後30

平

年以上が経過し、各所

成

に経年劣化が見られ生

２

徒の
・法的業務

高い
生

７

活環境に影響が出てい

年

る。大規模な改修を行

度

うことによ
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 り

平

生徒が落ち着いて学習

成

・生活ができる場を整

２

備すること
・市民生活

６

上必要である　など が

年

必要となってくる。

　

度

改築までの維持保全と

評

いう点で、必要以上の

価

工事を行わ
・コストの

）

節減、費用対効果
普通

刈

なかったが、改築まで

谷

の間、校舎の機能を十

市

分維持できる
効率性 ・

事

執行体制の効率性 だけ

務

の効果は期待できる。

事

また、複数の工事を集

業

中して行
・手段の最適

評

性　など うことにより

価

、機能低下に対する即

シ

応性に欠けるが、コス

ー

トの削減が図れる。
　

ト

施設の改修であるため

（

、所有者である市が責

様

任を持って
・市が主体

式

となって実施する
高い

２

実施するべきである。

）

妥当性 　べき事業であ

会

るか
・総合計画との整

計

合性　など

　工事の遅

名

滞なく刈谷南中学校の

担

南校舎の大規模改造工

当

事

施策への ・施策への

部

貢献度
高い

を終えるこ

教

とができた。大規模改

育

造は1棟あたりの費用

部

がか
・目標達成度 かる

一

反面、老朽化対策とし

般

ての効果は非常に高い

会

。
貢献度 ・市民サービ

計

スへの効果　など

今後

刈

の方向性 □拡充　□現

谷

状維持　□改善・効率

南

化　□縮小　□終期設

中

定　■休止・廃止

　平

学

成26年度で事業完了

校

のため廃止。

大規模改

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

造

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

事

価
　
∨

業
担当課 教育総務課

款 項 目 担当係 施設係

10



0

000 円

財
　
源

特定

3

財源 0 0 97,251

1

0 工事請負費 154,363,330 円

一般財源 0 0 57,598 659

職員人件費　② 0 0 1,267 823

総事業費（①＋②） 0 0 156,116 1,482

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 学校施設環境改善交付金（国
）

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 学校教育
施

平

策体系
施策の内容 学校

成

施設・設備の整備・充

２

実

目
　
　
　
的

　老朽化

６

した校舎の機能の回復

年

及び教育環境

主
た
る
内

度

容

　昭和37年に建設

評

された北舎の内外装、

価

設備
の変化に適合させ

）

るために大規模な改修

刈

を行 を一斉に改修する

谷

大規模改造を行う。
い

市

、生徒の教育環境の改

事

善を図る。 ○平成28

務

年　中舎設備改修工事

事

予定
○平成29年　中

業

舎内部改修工事予定

位

評

置
づ
け

関連計画

根拠法

価

令

対象者 依佐美中学校

シ

の生徒及び教員 事業期

ー

間 平成２２年度 ～

実施

ト

方法 ■直営　■委託　

（

□指定管理　□補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

教

年度実績 ２５年度実績

育

２６年度実績 ２７年度

部

計画

　 　 依佐美中学校

一

北舎の大規模改 依佐美

般

中学校中舎大規模改造

会

　 　 造工事を行った。

計

工事の変更設計を行う

依

。
　 　
　 　
　　　――

佐

――――― 　　　――

美

―――――

設備等に不

中

具合を起こしていた北

学

舎の機能面を回復する

校

ことができた。

成果

課

大

題

指標名称（単位）
実

規

績値 目標値

２４年度 ２

模

５年度 ２６年度 ２７年

改

度 ２９年度

活動 改修工

造

事進捗率（％） ― ― 2

事

0.0 22.0 60.

業

0
指標

指標

他市との
比

担

較検証

当課 教育総務課

款

Ｃ
　
事
　
業
　

項

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

目

２４年度 ２５年度 ２６

担

年度 ２７年度 ２６年度

当

（決算） （決算） （決

係

算） （予算） 事業費内

施

訳

事業費　① 0 0 15

設

4,849 659 合計

係

154,849,33

1

0 円
委託料 486,



3 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　築後30

平

年以上が経過し、各所

成

に経年劣化が見られ生

２

徒の
・法的業務

高い
生

７

活環境に影響が出てい

年

る。大規模な改修を行

度

うことによ
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 り

平

生徒が落ち着いて学習

成

・生活ができる場を整

２

備すること
・市民生活

６

上必要である　など が

年

必要となってくる。

　

度

改築までの維持保全と

評

いう点で、必要以上の

価

工事を行わ
・コストの

）

節減、費用対効果
普通

刈

なかったが、改築まで

谷

の間、校舎の機能を十

市

分維持できる
効率性 ・

事

執行体制の効率性 だけ

務

の効果は期待できる。

事

また、複数の工事を集

業

中して行
・手段の最適

評

性　など うことにより

価

、機能低下に対する即

シ

応性に欠けるが、コス

ー

トの削減が図れる。
　

ト

施設の改修であるため

（

、所有者である市が責

様

任を持って
・市が主体

式

となって実施する
高い

２

実施するべきである。

）

妥当性 　べき事業であ

会

るか
・総合計画との整

計

合性　など

　工事の遅

名

滞なく依佐美中学校の

担

北校舎の大規模改造工

当

事

施策への ・施策への

部

貢献度
高い

を終えるこ

教

とができ、現在は中校

育

舎の工事をするための

部

変
・目標達成度 更設計

一

を進めている。大規模

般

改造は1棟あたりの費

会

用がかか
貢献度 ・市民

計

サービスへの効果　な

依

ど る反面、老朽化対策

佐

としての効果は非常に

美

高い。

今後の方向性 □

中

拡充　■現状維持　□

学

改善・効率化　□縮小

校

　□終期設定　□休止

大

・廃止

　平成26年度

規

で北校舎が完了、27

模

年度に中校舎の設計を

改

見直し、28年度に中

造

校舎の改修に入る。

事業
担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

課

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

教

　
評
　
価
　
∨

育総務課

款 項 目 担当係 施設係

10



1

167,000 円
委

0

託料 12,167,0

6

00 円

財
　
源

特定財

4

源 0 0 0 20,000

一般財源 0 0 12,167 21,000

職員人件費　② 0 0 1,971 1,347

総事業費（①＋②） 0 0 14,138 42,347

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

７

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 学校教育

平

施策体系
施策の内容 学

成

校給食の充実

目
　
　
　

２

的

　第一学校給食セン

６

ターを建替え、給食に

年

求

主
た
る
内
容

　昭和5

度

6年に建設し、老朽化

評

した第一学校給
められ

価

る安全な調理環境を維

）

持・向上させる 食セン

刈

ターを、小垣江東小学

谷

校の敷地内に移
ととも

市

に、特別支援学校に通

事

う子どもたちの 転新築

務

をする。
状況に合わせ

事

た給食を調理する体制

業

を整備す
る。

位
置
づ
け

評

関連計画

根拠法令

対象

価

者 市内小中学生及び教

シ

員 事業期間 平成２６年

ー

度 ～ 平成２９年度

実施

ト

方法 ■直営　■委託　

（

□指定管理　□補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

教

年度実績 ２５年度実績

育

２６年度実績 ２７年度

部

計画

　 　 第一学校給食

一

センターの基本 第一学

般

校給食センターの実施

会

　 　 設計を行った。 設

計

計を行う。
　 　
　 　
　

第

　　――――――― 　

一

　　―――――――

小

学

垣江東小学校の敷地内

校

に併設する特別支援学

給

校の計画と調整しなが

食

ら、移転新築する第一

セ

給食センターの基本設

ン

計を行

成果
えた。

課題

タ

指標名称（単位）
実績

ー

値 目標値

２４年度 ２５

建

年度 ２６年度 ２７年度

設

２９年度

活動 設計進捗

事

率（％） ― ― 25.5

業

100.0 ―
指標

指標

担

他市との
比較検証

当課 教育総務課

款

Ｃ

項

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

目

単位：千円
２４年度 ２

担

５年度 ２６年度 ２７年

当

度 ２６年度

（決算） （

係

決算） （決算） （予算

施

） 事業費内訳

事業費　

設

① 0 0 12,167 4

係

1,000 合計 12,



0 6 4

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　昭和5

平

6年に建設し、老朽化

成

した第一学校給食セン

２

ター施
・法的業務

高い

７

設の移転新築による安

年

定的な調理体制を確保

度

するために必
必要性 ・

（

市民ニーズ、社会需要

平

要不可欠であり、有効

成

な手段である。
・市民

２

生活上必要である　な

６

ど

　アレルギー食や隣

年

接して整備予定の特別

度

支援学校への特
・コス

評

トの節減、費用対効果

価

高い
別食への提供がス

）

ムーズにできるよう、

刈

また、小垣江東小
効率

谷

性 ・執行体制の効率性

市

学校の敷地内に移設す

事

ることにより、南部地

務

域への効率的
・手段の

事

最適性　など な配送を

業

可能にするものである

評

。

　学校給食法の中で

価

、学校給食の設置者は

シ

学校給食実施基
・市が

ー

主体となって実施する

ト

普通
準に照らして適切

（

な学校給食の実施に努

様

めることが規定さ
妥当

式

性 　べき事業であるか

２

れており、市が主体と

）

なって実施すべき事業

会

であるといえ
・総合計

計

画との整合性　など る

名

。

　学校給食の普及充

担

実に加えて学校におけ

当

る食育の推進が

施策へ

部

の ・施策への貢献度
普

教

通
重要であり、学校給

育

食の教育的な意義があ

部

るだけではなく
・目標

一

達成度 、市民サービス

般

としての効果も大きい

会

。
貢献度 ・市民サービ

計

スへの効果　など

今後

第

の方向性 □拡充　■現

一

状維持　□改善・効率

学

化　□縮小　□終期設

校

定　□休止・廃止

　学

給

校給食施設は、建物は

食

30年以上、設備は1

セ

0～15年程度のスパ

ン

ンで使い続けるため、

タ

ライフサイクルコスト

ー

に配慮
した施設計画を

建

していくことが重要で

設

ある。その上で、安全

事

な給食を提供するとと

業

もに、アレルギー食の

担

充実など時
代の要請に

当

合った施設運営を図る

課

必要がある。

教育総務

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

課

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

款

価
　
∨

項 目 担当係 施設係

1



円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 225 2 10 342

職員人件費　② 1,627 771 774 823

総事業費（①＋②） 1,852 773 784 1,165

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

７

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

教育文化

基本施策 学校

（

教育
施策体系

施策の内

平

容 教育内容の充実

目
　

成

　
　
的

　教育行政・教

２

育問題についての研修

６

を通し

主
た
る
内
容

○教

年

育委員会委員研修旅費

度

等
教育委員の資質向上

評

を図ることで、教育委

価

員
会運営の活性化を図

）

る。

位
置
づ
け

関連計画

刈

 

根拠法令  

対象者 教

谷

育委員及び教育長 事業

市

期間 ～

実施方法 ■直営

事

　□委託　□指定管理

務

　□補助・助成　□そ

事

の他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業
　

式

実
　
績

２４年度実績 ２

１

５年度実績 ２６年度実

）

績 ２７年度計画

委員研

会

修を行った。 委員研修

計

を行った。 委員研修を

名

行った。 委員研修を行

担

う。

教育行政・教育問

当

題についての研修を通

部

し、教育委員の資質向

教

上を図った。

成果

教育

育

委員視察は有意義な事

部

業として教育委員の資

一

質向上、教育委員会の

般

活性化に役立っている

会

が、限定旅費となって

計

いる

ので金額により視

委

察先が限定され、視察

員

の計画を立てるにあた

研

り苦慮している。例え

修

ば、数年に1回という

事

ような頻度で
課題

あっ

業

ても、視察先旅費相当

担

分の予算が確保できれ

当

ば、より有効的な委員

課

研修の実施が可能とな

教

る。

指標名称（単位）

育

実績値 目標値

２４年度

総

２５年度 ２６年度 ２７

務

年度 ２９年度

指標

指標

課

 
他市との
比較検証

款 項 目 担当係 総務係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

1

ト

単位：千円
２４年度

0

２５年度 ２６年度 ２７

1

年度 ２６年度

（決算）

1

（決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 225 2 10 342 合計 10,080 円
旅費 10,080 



度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 145,415 149,186 167,239 177,417 合計 167,238,922 円
需用費 101,796,547 円

財
　
源

特定財源 28 703 1,230 1,199 役務費 11,670,474 円
委託料 41,855,140 円

一般財源 145,387 148,483 166,009 176,218 使用料及び賃借料
11,916,761 円

職員人件費　② 4,421 3,226 3,097 3,369

総事業費（①＋②） 149,836 152,412 170,336 180,786

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
資源売却収入

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

小学校の円滑な

６

管理運営を行う。

主
た

年

る
内
容

○光熱水費（プ

度

ロパン・電気・水道・

評

ガス)
○校舎等修繕費

価

○電話料
○点検手数料

）

（空調・プール機器等

刈

）
○火災保険料
○委託

谷

料（清掃・保守管理・

市

樹木管理等）
○下水道

事

使用料
○メール配信ネ

務

ットワーク使用料
○土

事

地借上料

位
置
づ
け

関連

業

計画  

根拠法令  

対象

評

者 市内小学生及び教員

価

事業期間 ～

実施方法 ■

シ

直営　■委託　□指定

ー

管理　□補助・助成　

ト

□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２４年度実

当

績 ２５年度実績 ２６年

部

度実績 ２７年度計画

光

教

熱水費はじめ委託料な

育

ど学 光熱水費はじめ委

部

託料など学 光熱水費は

一

じめ委託料など学 光熱

般

水費はじめ委託料など

会

学
校管理に必要な経費

計

校管理に必要な経費 校

小

管理に必要な経費 校管

学

理に必要な経費
高所窓

校

ガラス清掃委託、理科

管

高所窓ガラス清掃委託

理

、理科
薬品処理委託は

事

隔年実施　 薬品処理委

業

託は隔年実施

光熱水費

担

の節約に努めることが

当

できた。

成果

光熱水費

課

はその年の気温などに

教

左右されやすく経費の

育

増減が流動的で予想が

総

難しい。

また、樹木の

務

剪定や高所窓ガラス清

課

掃などは、要望が多く

款

経費の増額が望まれる

項

。
課題

指標名称（単位

目

）
実績値 目標値

２４年

担

度 ２５年度 ２６年度 ２

当

７年度 ２９年度

指標

指

係

標
 

他市との
比較検証

総務係

10 2 1 施設

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

係

　
ト

単位：千円
２４年



ている。そのため、各学校ごとの現状をしっかりと把握するこ
課題

とが重要となる。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

指標

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 61,687 39,354 109,370 231,700 合計 109,370,210 円
需用費 14,858,856 円

財
　
源

特定財源 0 8,201 9,775 53,314 委託料 7,786,053 円
工事請負費 86,725,301 円

一般財源 61,687 31,153 99,595 178,386

職員人件費　② 1,203 561 986 1,497

総事業費（①＋②） 62,890 39,915 110,356 233,197

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 学校施設環境改善交付金（国
）

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　小学校の老朽化した

６

校舎、体育館等の改修

年

主
た
る
内
容

　小学校の

度

校舎・体育館等を改修

評

する。
を行い、学校施

価

設の整備及び保全を図

）

る。

位
置
づ
け

関連計画

刈

根拠法令

対象者 市内小

谷

学生及び教員 事業期間

市

～

実施方法 ■直営　■

事

委託　□指定管理　□

務

補助・助成　□その他

事業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

式

績

２４年度実績 ２５年

１

度実績 ２６年度実績 ２

）

７年度計画

・小学校の

会

体育館の外壁の改 ・小

計

学校の老朽化した校舎

名

・ ・小学校の老朽化し

担

た校舎・ ・体育館屋根

当

の断熱材修繕を
修を行

部

った。 体育館の外壁改

教

修を行った。 体育館の

育

外壁改修を行った。 行

部

う。（富士松東・東刈

一

谷）
【実施した学校】

般

【実施した学校】 【実

会

施した学校】 ・多目的

計

ホールの天井改修を
富

校

士松北・日高・東刈谷

舎

小学 双葉小学校（校舎

等

） かりがね小学校（校

改

舎・体育 行う。（平成

修

）
校 小垣江東小学校（

事

体育館） 館） ・校舎屋

業

上の防水改修を行う
・

担

富士松北小学校に網戸

当

の設 ・小垣江小学校の

課

音楽室の窓 富士松南小

教

学校（体育館） 。（住

育

吉）
置を行った。 枠の

総

改修を行った。 ・住吉

務

小学校南舎の屋上防水

課

・校舎等の外壁塗装改

款

修を行
・富士松南小学

項

校の保健室に の改修を

目

行った。 う。（平成、

担

富士松東、小垣
シャワ

当

ーを設置した。 江、小

係

垣江東）

老朽化した校

施

舎等の機能回復をする

設

ことができた。

成果

校

係

舎改修については、大

1

規模改造事業において

0

改修を行う計画をして

2

いるが、大規模改造事

1

業の目安である30年が経過し

ないうちに改修が必要になる箇所もあり個々に改修を行っ



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,620 11,974 6,307 8,000 合計 6,307,200 円
需用費 6,307,200 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 8,620 11,974 6,307 8,000

職員人件費　② 212 421 422 449

総事業費（①＋②） 8,832 12,395 6,729 8,449

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　小学校の校舎、体育

６

館等の小規模な補修を

年

主
た
る
内
容

　小学校の

度

校舎・体育館等の破損

評

や痛みが激
行い、学校

価

施設の保全を図る。 し

）

い箇所の補修を行う。

刈

位
置
づ
け

関連計画  

根

谷

拠法令  

対象者 市内小

市

学生及び教員 事業期間

事

～

実施方法 ■直営　■

務

委託　□指定管理　□

事

補助・助成　□その他

業評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

１

績

２４年度実績 ２５年

）

度実績 ２６年度実績 ２

会

７年度計画

小学校の校

計

舎等の補修を行っ ・保

名

守点検において危険と

担

判 ・保守点検において

当

危険と判 ・プールの給

部

水バルブ修繕を
た。 断

教

された遊具の修繕を行

育

った 断された遊具の修

部

繕を行った 行う。（双

一

葉、東刈谷）
。【全小

般

学校】 。【全小学校】

会

・プールろ過装置の修

計

繕を行
・不調のプール

校

ろ過装置修繕 ・プール

舎

防水膜の経年劣化に う

等

。（東刈谷、衣浦、小

補

垣江
を行った。 よるめ

修

くれ等の修繕を行った

事

）
【実施した学校】 。

業

・暗幕等取替修繕を行

担

う。（
亀城・衣浦・住

当

吉・富士松東 【実施し

課

た学校】 平成、かりが

教

ね、亀城、衣浦
小学校

育

小垣江・双葉小学校 ）

総

・体育遊具の修繕を行

務

う。（
全小学校）

修繕

課

要望を精査し必要な箇

款

所のみ修繕を行えた。

項

成果

危険箇所などの補

目

修を目的としているが

担

、緊急、緊急でない補

当

修をしっかりと見極め

係

る必要がある。

課題

指

施

標名称（単位）
実績値

設

目標値

２４年度 ２５年

係

度 ２６年度 ２７年度 ２

1

９年度

指標

指標
 

他市

0

との
比較検証

2 1



0

1,099 0

建
設
事
業

2

全体事業費（単位：千

1

円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 学校教育
施

平

策体系
施策の内容 学校

成

施設・設備の整備・充

２

実

目
　
　
　
的

　老朽化

６

した校舎の機能の回復

年

及び教育環境

主
た
る
内

度

容

　昭和39年に建設

評

された北舎の内外装、

価

設備
の変化に適合させ

）

るために大規模な改修

刈

を行 を一斉に改修する

谷

大規模改造工事のため

市

の設
い、児童の教育環

事

境の改善を図る。 計を

務

行う。

位
置
づ
け

関連計

事

画

根拠法令

対象者 小垣

業

江小学校の児童及び教

評

員 事業期間 昭和２６年

価

度 ～

実施方法 ■直営　

シ

■委託　□指定管理　

ー

□補助・助成　□その

ト

他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２４年度実績 ２５

当

年度実績 ２６年度実績

部

２７年度計画

　 　 ・北

教

舎の大規模改造工事の

育

実 　
　 　 施設計を行っ

部

た。 　
　 　 　
　 　 　
　

一

　　――――――― 　

般

　　――――――― 　

会

　　―――――――

　

計

設備等に不具合を起こ

小

していた校舎の機能面

垣

を回復するための設計

江

委託を行うことができ

小

た。

成果

課題

指標名称

学

（単位）
実績値 目標値

校

２４年度 ２５年度 ２６

大

年度 ２７年度 ２９年度

規

指標

指標

他市との
比較

模

検証

改造事業
担当課 教

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

育

　
ス
　
ト

単位：千円
２

総

４年度 ２５年度 ２６年

務

度 ２７年度 ２６年度

（

課

決算） （決算） （決算

款

） （予算） 事業費内訳

項

事業費　① 0 0 8,4

目

24 0 合計 8,424

担

,000 円
委託料 8

当

,424,000 円

係

財
　
源

特定財源 0 0 0

施

0

一般財源 0 0 8,4

設

24 0

職員人件費　②

係

0 0 2,675 0

総事

1

業費（①＋②） 0 0 1



名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

７

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

教育文化

基本施策 学校

（

教育
施策体系

施策の内

平

容 学校施設・設備の整

成

備・充実

目
　
　
　
的

　

２

小学校における苗木等

６

の植樹や補植といっ

主

年

た
る
内
容

　小学校へ苗

度

木等の購入を行う。
た

評

緑化推進を図り、「自

価

然への慈しみ」がも
て

）

るような教育環境をつ

刈

くる。

位
置
づ
け

関連計

谷

画  

根拠法令  

対象者

市

市内小学生及び教員 事

事

業期間 ～

実施方法 ■直

務

営　□委託　□指定管

事

理　□補助・助成　□

業

その他

評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業

１

　
実
　
績

２４年度実績

）

２５年度実績 ２６年度

会

実績 ２７年度計画

小学

計

校へ苗木等の植栽を行

名

っ 小学校へ苗木等の購

担

入、植栽 小学校へ苗木

当

等の購入、植栽 小学校

部

へ苗木等の購入、植栽

教

た。 を行った。 を行っ

育

た。 を行う。

様々な木

部

々等を植えることがで

一

きた。

成果

植樹後の剪

般

定等の樹木管理を考慮

会

した苗木等の購入を行

計

う。

課題

指標名称（単

緑

位）
実績値 目標値

２４

化

年度 ２５年度 ２６年度

推

２７年度 ２９年度

指標

進

指標
 

他市との
比較検

事

証

業
担当課 教育総務

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

課

ス
　
ト

単位：千円
２４

款

年度 ２５年度 ２６年度

項

２７年度 ２６年度

（決

目

算） （決算） （決算）

担

（予算） 事業費内訳

事

当

業費　① 246 243

係

250 250 合計 24

施

9,750 円
需用費

設

249,750 円

財

係

　
源

特定財源 0 0 0 0

1

一般財源 246 243

0

250 250

職員人件

2

費　② 71 491 49

1

3 449

総事業費（①＋②） 317 734 743 699

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源



年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

指標

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 17,769 39,231 6,300 合計 39,231,000 円
工事請負費 39,231,000 円

財
　
源

特定財源 0 300 0 0

一般財源 0 17,469 39,231 6,300

職員人件費　② 0 421 704 749

総事業費（①＋②） 0 18,190 39,935 7,049

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

学校教育
施策体系

施策

平

の内容 学校施設・設備

成

の整備・充実

目
　
　
　

２

的

　小学校のグラウン

６

ド、駐車場などの屋外

年

施

主
た
る
内
容

　小学校

度

のグラウンド、駐車場

評

等のうち老朽
設の改修

価

を行い、教育環境の保

）

全を図る。 化により破

刈

損や痛みが激しい箇所

谷

の更新を行
う。

位
置
づ

市

け

関連計画

根拠法令

対

事

象者 市内小学生及び教

務

員 事業期間 ～

実施方法

事

■直営　■委託　□指

業

定管理　□補助・助成

評

　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事

）

　
業
　
実
　
績

２４年度

会

実績 ２５年度実績 ２６

計

年度実績 ２７年度計画

名

　 ・富士松南小学校の

担

通路改修 ・亀城小学校

当

の老朽化した「 ・グラ

部

ウンド排水設備改修を

教

　 を行った。 亀城の森

育

」に設置されている 行

部

う。（かりがね）
　 ・

一

富士松北小学校の通路

般

改修 柵の取替えを行っ

会

た。 ・体育館横側溝改

計

修を行う。
　 工事を行

屋

った。 ・富士松南小学

外

校の西門隣に （かりが

施

ね）
　　　―――――

設

―― ・富士松北小学校

整

に防球ネッ 、児童クラ

備

ブへ送迎する車と ・防

事

球ネットの延伸改修を

業

行
トを設置した。 の交

担

錯を避けるため歩行者

当

専 う。（東刈谷、小高

課

原）
・亀城小学校の石

教

灰倉庫の建 用門を新設

育

した。 ・砂場改修を行

総

う。（日高）
替えをし

務

た。 ・衣浦小学校の校

課

地廻りのフ
ェンスを改

款

修した。

学校からの要

項

望や現地調査を重ね危

目

険箇所について整備を

担

進めている。

成果

屋外

当

施設については、大規

係

模改造事業のような全

施

体改修を行う計画をし

設

ていないため、必要に

係

なった箇所を個々に対

1

応し

ている。そのため

0

、各学校ごとの現状を

2

しっかりと把握するこ

1

とが重要となる。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５



指標

指標
 

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,400 77,923 93,205 210,000 合計 93,205,352 円
工事請負費 93,205,352 円

財
　
源

特定財源 0 54,252 0 40,226

一般財源 2,400 23,671 93,205 169,774

職員人件費　② 141 771 986 1,048

総事業費（①＋②） 2,541 78,694 94,191 211,048

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　小学校の電気や管な

６

どの設備の改修を行い

年

主
た
る
内
容

　小学校の

度

老朽化により破損や痛

評

みが激しい
、教育環境

価

の保全を図る。 設備の

）

改修を行う。

位
置
づ
け

刈

関連計画  

根拠法令  

谷

対象者 市内小学生及び

市

教員 事業期間 ～

実施方

事

法 ■直営　■委託　□

務

指定管理　□補助・助

事

成　□その他

業評価シート （様

Ｂ
　

式

事
　
業
　
実
　
績

２４年

１

度実績 ２５年度実績 ２

）

６年度実績 ２７年度計

会

画

小学校の舞台装置の

計

改修を行 ・富士松南・

名

小垣江・東刈谷 ・富士

担

松東小学校の老朽化し

当

・屋外放送設備の改修

部

を行う
った。 小学校の

教

エレベーターの取替 た

育

非常放送設備の改修を

部

行っ 。（衣浦・小垣江

一

・東刈谷）
を行った。

般

た。 ・校舎の便所改修

会

を行う。（
・全小学校

計

に設置してある体 ・亀

設

城・かりがね小学校の

備

老 住吉、朝日）
育館の

等

バスケットゴールの耐

改

朽化した体育館メイン

修

スピー ・防犯カメラの

事

更新を行う。
震点検を

業

行った。 カーの改修を

担

行った。 （全小学校）

当

・富士松東小学校の職

課

員室の ・小高原小学校

教

の老朽化した
空調機の

育

取替を行った。 エレベ

総

ーターの更新、及びか

務

りがね・富士松北小学

課

校の改
修を行った。

学

款

校設備の取替が必要な

項

ものは順次更新を行っ

目

ている。

成果

設備関係

担

については、大規模改

当

造事業のような全体改

係

修を行う計画をしてい

施

ないため、必要になっ

設

た時に必要になった箇

係

所を個々に対応してい

1

る。そのため、各学校

0

ごとの現状をしっかり

2

と把握することが重要

1

となる。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,398 4,149 6,694 6,081 合計 6,693,624 円
需用費 6,693,624 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 2,398 4,149 6,694 6,081

職員人件費　② 71 421 422 374

総事業費（①＋②） 2,469 4,570 7,116 6,455

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　小学校の電気や管な

６

どの設備の小規模な補

年

主
た
る
内
容

　小学校の

度

破損や痛みが激しい設

評

備の補修を
修を行い、

価

学校施設の保全を図る

）

。 行う。

位
置
づ
け

関連

刈

計画  

根拠法令  

対象

谷

者 市内小学生及び教員

市

事業期間 ～

実施方法 ■

事

直営　■委託　□指定

務

管理　□補助・助成　

事

□その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　

式

業
　
実
　
績

２４年度実

１

績 ２５年度実績 ２６年

）

度実績 ２７年度計画

小

会

学校の設備等の補修を

計

行っ ・消防設備の修繕

名

・消火器の ・消防設備

担

の修繕・消火器の ・消

当

防設備の修繕・消火器

部

の
た。 取替を行った。

教

【全小学校】 取替を行

育

った。【全小学校】 取

部

替を行う。（全小学校

一

）
・富士松北小学校の

般

プール用 ・小垣江小学

会

校の電気設備、 ・ガス

計

調整器等の交換を行う

設

量水器の交換を行った

備

。 防火扉の修繕及び揚

等

水ポンプ 。（小垣江、

補

双葉）
・小垣江東小学

修

校の調理室オ の取替を

事

行った。 ・屋内外の時

業

計修繕を行う。
ーブン

担

の交換を行った。 （小

当

高原、かりがね、朝日

課

）
・給水設備の取替を

教

行う。（
富士松北、富

育

士松東、東刈谷
）

毎年

総

の点検の結果を精査し

務

必要な箇所のみ修繕を

課

行うことができた。

成

款

果

危険箇所などの補修

項

を目的としているが、

目

緊急、緊急でない補修

担

をしっかりと見極める

当

必要がある。

課題

指標

係

名称（単位）
実績値 目

施

標値

２４年度 ２５年度

設

２６年度 ２７年度 ２９

係

年度

指標

指標
 

他市と

1

の
比較検証

0 2 1



,529 72,285 合計 71,528,716 円
需用費 4,445,236 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 9,564,480 円
使用料及び賃借料

一般財源 71,564 71,473 71,529 72,285 57,519,000 円

職員人件費　② 707 912 1,056 1,123

総事業費（①＋②） 72,271 72,385 72,585 73,408

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

　教育用コンピ

６

ュータ等の維持管理を

年

行い、

主
た
る
内
容

○消

度

耗品費（トナー・イン

評

ク・紙等）
児童への一

価

貫した情報教育をする

）

ことにより ○周辺機器

刈

の故障時の修繕費
、授

谷

業の理解度を高め、情

市

報活用能力を育成 ○コ

事

ンピュータ教室の保守

務

管理委託料
する。 ○賃

事

借料（パソコン及び周

業

辺機器・教材用ソ
フト

評

等）

位
置
づ
け

関連計画

価

 

根拠法令  

対象者 市

シ

内小学生及び教員 事業

ー

期間 平成１０年度 ～

実

ト

施方法 ■直営　■委託

（

　□指定管理　□補助

様

・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

教

４年度実績 ２５年度実

育

績 ２６年度実績 ２７年

部

度計画

コンピュータ教

一

室の活用 コンピュータ

般

教室の活用 コンピュー

会

タ教室の活用 コンピュ

計

ータ教室の活用
機器等

コ

保守点検 機器等保守点

ン

検 機器等保守点検 機器

ピ

等保守点検

コンピュー

ュ

タ教室の機器等の管理

ー

運営を行った。

成果

コ

タ

ンピュータ教室の各学

教

級別の利用時間は、学

育

級ごとで差が大きいた

事

め、全ての学級で目標

業

の年間10時間を達成

担

したい。

課題

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

課

２４年度 ２５年度 ２６

教

年度 ２７年度 ２９年度

育

指標

指標
 

他市との
比

総

較検証

務課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　

総

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

務

２４年度 ２５年度 ２６

係

年度 ２７年度 ２６年度

1

（決算） （決算） （決

0

算） （予算） 事業費内

2

訳

事業費　① 71,5

1

64 71,473 71



度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 11,852 11,872 16,544 14,710 合計 16,544,166 円
需用費 10,351,986 円

財
　
源

特定財源 2,000 2,000 2,000 0 委託料 2,462,400 円
使用料及び賃借料

一般財源 9,852 9,872 14,544 14,710 2,748,060 円
備品購入費 981,720 円

職員人件費　② 601 421 1,126 1,198

総事業費（①＋②） 12,453 12,293 17,670 15,908

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 教育振興事業費寄付金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

７

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 学校教育
施策体系

施

平

策の内容 教育内容の充

成

実

目
　
　
　
的

　学校図

２

書を「学校図書館図書

６

標準」の水準

主
た
る
内

年

容

○図書の購入費
に保

度

ち、図書を継続的に更

評

新することにより ○図

価

書システムの保守管理

）

費
児童の読書指導に役

刈

立てる。また、図書シ

谷

ス ○図書システム機器

市

の賃借料
テムの運用・

事

管理を行い、児童の読

務

書指導に ○書架等備品

事

の購入費
役立てる。

位

業

置
づ
け

関連計画  

根拠

評

法令  

対象者 市内小学

価

生及び教員 事業期間 ～

シ

実施方法 ■直営　■委

ー

託　□指定管理　□補

ト

助・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

２４年度実績 ２５年度

部

実績 ２６年度実績 ２７

教

年度計画

図書の購入、

育

入れ替えを行っ 図書の

部

購入、入れ替えを行っ

一

図書の購入、入れ替え

般

を継続 図書の購入、入

会

れ替えを継続
た。 た。

計

的に行った。 的に行う

図

。
また、図書システム

書

（パソコ また、図書シ

充

ステムの管理を
ン管理

実

運用事業から移行）の

事

行う。
管理を行った。

業

学校図書館図書標準の

担

水準を保っている。

成

当

果

「学校図書館図書標

課

準」は全15校におい

教

て基準をクリアしてい

育

るが、継続的に図書の

総

更新を行っていく必要

務

があるため、

現状どお

課

りの事業規模が必要と

款

考える。
課題

　

指標名

項

称（単位）
実績値 目標

目

値

２４年度 ２５年度 ２

担

６年度 ２７年度 ２９年

当

度

指標

指標
 

他市との

係

比較検証

総務係

10 2 1 施

Ｃ
　
事
　
業

設

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

係

円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 75,506 79,044 73,832 113,162 合計 73,832,390 円
需用費 3,368,264 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 3,294,432 円
委託料 15,578,460 円

一般財源 75,506 79,044 73,832 113,162 使用料及び賃借料
51,591,234 円

職員人件費　② 1,061 2,455 1,760 1,347

総事業費（①＋②） 76,567 81,499 75,592 114,509

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

　指導用・管理

６

用パソコンの借上げと

年

、その

主
た
る
内
容

○消

度

耗品費（トナー・イン

評

ク等）
機器維持管理の

価

ための運用委託管理を

）

行う。 ○周辺機器の故

刈

障時の修繕費
パソコン

谷

の積極的な活用による

市

教育指導の向 ○指導用

事

パソコンの保守管理委

務

託料
上及びグループウ

事

ェアの利用により、開

業

かれ ○賃借料（パソコ

評

ン及び周辺機器・教材

価

用ソ
た学校づくりやよ

シ

り充実した授業づくり

ー

を行 フト等）
う。

位
置

ト

づ
け

関連計画  

根拠法

（

令  

対象者 市内小学生

様

及び教員 事業期間 平成

式

１２年度 ～

実施方法 ■

１

直営　■委託　□指定

）

管理　□補助・助成　

会

□その他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　

一

業
　
実
　
績

２４年度実

般

績 ２５年度実績 ２６年

会

度実績 ２７年度計画

指

計

導用パソコンの一部更

パ

新 指導用パソコンの運

ソ

用 指導用パソコンの運

コ

用 指導用パソコンの運

ン

用及び一
図書システム

管

の更新 事務用プリンタ

理

の更新 部入替え
（図書

運

システムは図書充実事

用

事務用プリンタの運用

事

業へ移行） デジタル教

業

科書の購入

指導用パソ

担

コンの管理運用を行っ

当

た。

成果
また、事務用

課

プリンタの更新をした

教

。

各教科や総合的な学

育

習の時間の指導での具

総

体的で効果的な掲示物

務

として、写真や資料を

課

カラー印刷にする機会

款

が増えてき

た事でパソ

項

コン用カラープリンタ

目

ーのインク代が不足し

担

ている。
課題

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

係

２４年度 ２５年度 ２６

総

年度 ２７年度 ２９年度

務

指標

指標
 

他市との
比

係

較検証

10 2 1



係

57,556 58,157 59,555 60,966

職員人件費　② 1,486 1,122 1,056 1,198

総事業費（①＋②） 59,042 60,322 60,611 62,164

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

７

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 学校教育
施策体

平

系
施策の内容 教育内容

成

の充実

目
　
　
　
的

　保

２

護者負担経費の軽減と

６

教育活動の充実を

主
た

年

る
内
容

○児童用一般教

度

材の購入
図る。 ○教師

評

指導用教材の購入
○特

価

別支援学級の教材備品

）

等の購入
○全小学校の

刈

教材用備品等の更新及

谷

び新規購
入
○学校新聞

市

等の印刷製本費

位
置
づ

事

け

関連計画  

根拠法令

務

 

対象者 市内小学生及

事

び教員 事業期間 ～

実施

業

方法 ■直営　□委託　

評

□指定管理　□補助・

価

助成　□その他

シート （様式１）

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

計

年度実績 ２５年度実績

名

２６年度実績 ２７年度

担

計画

児童用一般教材を

当

購入した。 児童用一般

部

教材を購入した。 児童

教

用一般教材を購入した

育

。 児童用一般教材を購

部

入する。

児童用一般教

一

材の購入を円滑に進め

般

ることができた。

成果

会

学校での印刷・資料作

計

成機会の増により印刷

一

製本費と消耗品費の児

般

童数に応じた振分につ

教

いて検討を要する。

課

材

題

指標名称（単位）
実

整

績値 目標値

２４年度 ２

備

５年度 ２６年度 ２７年

事

度 ２９年度

指標

指標
 

業

他市との
比較検証

担当課 教育総務課

Ｃ

款

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

項

単位：千円
２４年度 ２

目

５年度 ２６年度 ２７年

担

度 ２６年度

（決算） （

当

決算） （決算） （予算

係

） 事業費内訳

事業費　

総

① 57,556 59,

務

200 59,555 6

係

0,966 合計 59,

1

554,984 円
需

0

用費 46,529,3

2

39 円

財
　
源

特定財

2

源 0 1,043 0 0 備

施

品購入費 13,025

設

,645 円

一般財源



２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 77,331 80,638 89,960 98,149 合計 89,960,176 円
需用費 62,005,543 円

財
　
源

特定財源 1,040 1,022 1,032 830 役務費 6,042,725 円
委託料 16,637,617 円

一般財源 76,291 79,616 88,928 97,319 使用料及び賃借料
5,274,291 円

職員人件費　② 3,643 3,577 2,957 2,021

総事業費（①＋②） 80,974 84,215 92,917 100,170

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
学校屋外照明施設利用実費徴

２８年度以降の事業費見込 0 収金
資源売却収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

　中学校の円滑

６

な管理運営を行う。

主

年

た
る
内
容

○光熱水費（

度

プロパン・電気・水道

評

・ガス）
○校舎等修繕

価

費
○電話料
○点検手数

）

料（空調・プール機器

刈

等）
○火災保険料
○委

谷

託料（清掃・保守管理

市

・樹木管理等）
○下水

事

道使用料
○メール配信

務

ネットワーク使用料

位

事

置
づ
け

関連計画  

根拠

業

法令  

対象者 市内中学

評

生及び教員 事業期間 ～

価

実施方法 ■直営　■委

シ

託　□指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

２４年度実績 ２５年度

当

実績 ２６年度実績 ２７

部

年度計画

光熱水費はじ

教

め委託料など学 光熱水

育

費はじめ委託料など学

部

光熱水費はじめ委託料

一

など学 光熱水費はじめ

般

委託料など学
校管理に

会

必要な経費 校管理に必

計

要な経費 校管理に必要

中

な経費 校管理に必要な

学

経費
高所窓ガラス清掃

校

委託、理科 高所窓ガラ

管

ス清掃委託、理科
薬品

理

処理委託は隔年実施　

事

薬品処理委託は隔年実

業

施　

光熱水費の節約に

担

努めることができた。

当

成果

光熱水費はその年

課

の気温などに左右され

教

やすく経費の増減が流

育

動的で予想が難しい。

総

また、樹木の剪定や高

務

所ガラス清掃

などは、

課

要望が多く経費の増額

款

が望まれる。
課題

指標

項

名称（単位）
実績値 目

目

標値

２４年度 ２５年度

担

２６年度 ２７年度 ２９

当

年度

指標

指標
 

他市と

係

の
比較検証

総務係

10 3 1 施

Ｃ
　
事
　

設

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

係

千円
２４年度 ２５年度



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,572 14,505 7,987 8,000 合計 7,987,356 円
需用費 7,987,356 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 3,572 14,505 7,987 8,000

職員人件費　② 283 1,122 422 449

総事業費（①＋②） 3,855 15,627 8,409 8,449

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　各中学校の校舎等の

６

小規模な補修を行い、

年

主
た
る
内
容

　中学校の

度

校舎等の破損や傷みが

評

激しい箇所
学校施設の

価

保全を図る。 の補修を

）

行う。

位
置
づ
け

関連計

刈

画  

根拠法令  

対象者

谷

市内中学生及び教員 事

市

業期間 ～

実施方法 ■直

事

営　■委託　□指定管

務

理　□補助・助成　□

事

その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業

式

　
実
　
績

２４年度実績

１

２５年度実績 ２６年度

）

実績 ２７年度計画

中学

会

校の校舎等の補修を行

計

っ ・朝日中学校の体育

名

館防水修 ・刈谷東中学

担

校のプール防水 ・プー

当

ルろ過ポンプの修繕を

部

た。 繕行った。 膜の経

教

年劣化によるめくれ等

育

する。（刈谷南）
・刈

部

谷南・雁が音中学校の

一

プ の修繕を行った。 ・

般

屋上漏水箇所等の修繕

会

をす
ールろ過装置の修

計

繕を行った ・富士松中

校

学校の腐食した多 る。

舎

（刈谷南、朝日）
。 目

等

的ホールの床などの修

補

繕を ・体育遊具の修繕

修

をする。（
・依佐美中

事

学校のプール防水 行っ

業

た。 刈谷南、富士松、

担

雁が音、朝
膜修繕を行

当

った。 ・依佐美中学校

課

の経年劣化に 日）
・刈

教

谷東中学校の武道場通

育

路 より剥がれた体育館

総

天井の断 ・弓道場防矢

務

ネット修繕をす
屋根修

課

繕を行った。 熱材の修

款

繕を行った。 る。（富

項

士松、依佐美）

修繕要

目

望を精査し必要な箇所

担

のみ修繕を行うことが

当

できた。

成果

学校によ

係

って校舎の傷み具合が

施

違い、学校ごとの課題

設

も出てくる。各学校の

係

現状をしっかりと把握

1

しなければいけない。

0

課題

指標名称（単位）

3

実績値 目標値

２４年度

1

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

指標

指標
 

他市との
比較検証



５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

指標

指標
 

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 43,715 4,830 39,961 209,835 合計 39,960,526 円
委託料 16,102,467 円

財
　
源

特定財源 5,888 0 0 62,761 工事請負費 23,858,059 円

一般財源 37,827 4,830 39,961 147,074

職員人件費　② 424 0 704 1,048

総事業費（①＋②） 44,139 4,830 40,665 210,883

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　各中学校の老朽化し

６

た校舎・体育館等の改

年

主
た
る
内
容

　中学校の

度

校舎・体育館等を改修

評

する。
修を行い、学校

価

施設の整備及び保全を

）

図る。

位
置
づ
け

関連計

刈

画  

根拠法令  

対象者

谷

市内中学生及び教員 事

市

業期間 ～

実施方法 ■直

事

営　■委託　□指定管

務

理　□補助・助成　□

事

その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業

式

　
実
　
績

２４年度実績

１

２５年度実績 ２６年度

）

実績 ２７年度計画

・富

会

士松中学校のプール更

計

衣 　 ・避難所となる刈

名

谷東中学校 ・柔剣道場

担

等の天井改修を行
室を

当

改修した。 　 の体育館

部

に網戸を設置した。 う

教

。（刈谷南・富士松・

育

雁が
・体育館の外壁を

部

改修した。 　 ・雁が音

一

中学校北舎の劣化し 音

般

・依佐美・朝日）
【実

会

施した学校】 　 た屋上

計

防水を改修した。 ・体

校

育館内壁等改修（全中

舎

学
雁が音中学校 　　　

等

――――――― ・プー

改

ルサイドの一部に耐熱

修

校）
依佐美中学校 塗装

事

を行った。 ・プールろ

業

過装置改修を行う
・刈

担

谷東中学校の武道場の

当

外 【実施した校】 。（

課

刈谷東、朝日）
壁と建

教

具を改修した。 刈谷東

育

中・雁が音中・朝日中

総

・体育館等網戸設置を

務

行う。
（富士松、雁が

課

音、刈谷南）

各中学校

款

の校舎等を計画的に改

項

修することができた。

目

成果

校舎改修について

担

は、大規模改造事業に

当

おいて改修を行う計画

係

をしているが、大規模

施

改造事業の目安である

設

30年が経過し

ないう

係

ちに改修が必要になる

1

箇所もあり個々に対応

0

を行っている。そのた

3

め、各学校ごとの現状

1

をしっかりと把握するこ
課題

とが重要となる。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２



0

72

総事業費（①＋②

3

） 0 0 8,269 38

1

0,843

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 学校教育
施

平

策体系
施策の内容 学校

成

施設・設備の整備・充

２

実

目
　
　
　
的

　老朽化

６

した校舎の機能の回復

年

及び教育環境

主
た
る
内

度

容

　昭和45年に建設

評

された中舎の内外装、

価

設備
の変化に適合させ

）

るために大規模な改修

刈

を行 を一斉に改修する

谷

大規模改造工事のため

市

の設
い、生徒の教育環

事

境の改善を図る。 計を

務

行う。

位
置
づ
け

関連計

事

画

根拠法令

対象者 富士

業

松中学校の生徒及び教

評

員 事業期間 平成２６年

価

度 ～

実施方法 ■直営　

シ

■委託　□指定管理　

ー

□補助・助成　□その

ト

他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２４年度実績 ２５

当

年度実績 ２６年度実績

部

２７年度計画

　 　 中舎

教

大規模改造の実施設計

育

を 中舎の大規模改造工

部

事を行う
　 　 行った。

一

。
　 　
　 　
　　　――

般

――――― 　　　――

会

―――――

設備等に不

計

具合を起こしていた校

富

舎の機能面を回復する

士

ための設計委託を行う

松

ことができた。

成果

課

中

題

指標名称（単位）
実

学

績値 目標値

２４年度 ２

校

５年度 ２６年度 ２７年

大

度 ２９年度

指標

指標

他

規

市との
比較検証

模改造事業
担当課

Ｃ
　

教

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

育

位：千円
２４年度 ２５

総

年度 ２６年度 ２７年度

務

２６年度

（決算） （決

課

算） （決算） （予算）

款

事業費内訳

事業費　①

項

0 0 7,495 379

目

,271 合計 7,49

担

5,200 円
委託料

当

7,495,200 

係

円

財
　
源

特定財源 0 0

施

0 345,719

一般

設

財源 0 0 7,495 3

係

3,552

職員人件費

1

　② 0 0 774 1,5



２９年度

指標

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 299 11,239 5,054 68,000 合計 5,054,400 円
工事請負費 5,054,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 299 11,239 5,054 68,000

職員人件費　② 141 561 352 599

総事業費（①＋②） 440 11,800 5,406 68,599

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

学校教育
施策体系

施策

平

の内容 学校施設・設備

成

の整備・充実

目
　
　
　

２

的

　中学校のグラウン

６

ド、駐車場などの屋外

年

施

主
た
る
内
容

　中学校

度

のグラウンド、駐車場

評

等のうち老朽
設の改修

価

を行い、教育環境の保

）

全を図る。 化により破

刈

損や痛みが激しい箇所

谷

の更新を行
う。

位
置
づ

市

け

関連計画

根拠法令

対

事

象者 市内中学生及び教

務

員 事業期間 ～

実施方法

事

■直営　■委託　□指

業

定管理　□補助・助成

評

　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事

）

　
業
　
実
　
績

２４年度

会

実績 ２５年度実績 ２６

計

年度実績 ２７年度計画

名

・雁が音中学校の石灰

担

倉庫を ・刈谷東中学校

当

のクラブハウ ・雁が音

部

中学校の土の流出に ・

教

クラブハウスの改修を

育

行う
改築した。 ス階段

部

の改修を行った。 より

一

凸凹ができたテニスコ

般

ー 。（刈谷南）
・富士

会

松中学校のテニスコー

計

トの改修を行った。 ・

屋

グラウンドの改修を行

外

う。
トの改修を行った

施

。 ・依佐美中学校の老

設

朽化した （雁が音）
・

整

富士松中学校の弓道場

備

防矢 石灰倉庫の取替を

事

行った。 ・老朽化した

業

給水管更新を行
ネット

担

の増設を行った。 ・朝

当

日中学校の老朽化した

課

部 う。（富士松）
・雁

教

が音中学校の防球ネッ

育

ト 活動用倉庫の取替を

総

行った。
補修及び植栽

務

の剪定を行った
。

学校

課

からの要望や現地調査

款

を重ね危険箇所につい

項

て整備を進めている。

目

成果

屋外施設関係につ

担

いては、大規模改造事

当

業のような全体改修を

係

行う計画を策定してい

施

ないため、必要なとき

設

に必要な箇所

を個々に

係

対応している。そのた

1

め、学校ごとの現状を

0

しっかりと把握するこ

3

とが重要となる。
課題

1

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度



ある30

年が経過しないうちに改修が必要になる箇所もあり、個々に対応を行っている。そのため、各学校ごとの現状を把握する
課題

ことが重要となる。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

指標

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,168 22,407 46,486 18,000 合計 46,485,520 円
委託料 480,600 円

財
　
源

特定財源 0 12,683 0 0 工事請負費 46,004,920 円

一般財源 5,168 9,724 46,486 18,000

職員人件費　② 212 1,262 704 898

総事業費（①＋②） 5,380 23,669 47,190 18,898

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　中学校の電気や管な

６

どの設備の改修を行い

年

主
た
る
内
容

　中学校の

度

老朽化により破損や傷

評

みが激しい
、教育環境

価

の保全を図る。 設備の

）

改修を行う。

位
置
づ
け

刈

関連計画

根拠法令

対象

谷

者 市内中学生及び教員

市

事業期間 ～

実施方法 ■

事

直営　■委託　□指定

務

管理　□補助・助成　

事

□その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　

式

業
　
実
　
績

２４年度実

１

績 ２５年度実績 ２６年

）

度実績 ２７年度計画

・

会

中学校体育館舞台装置

計

の修 ・雁が音中学校の

名

屋外放送設 ・富士松中

担

学校の屋外放送設 ・プ

当

ール給水管改修を行う

部

。
繕を行った。 備の改

教

修を行った。 備の改修

育

を行った。 （雁が音）

部

・自動火災報知設備の

一

報知器 ・インターホン

般

改修を行った ・雁が音

会

中学校の体育館放送 ・

計

老朽化した体育館放送

設

設備
設置を行った。 。

備

（雁が音・依佐美中学

等

校） 設備の改修を行っ

改

た。 の改修を行う。（

修

富士松、依
（刈谷東・

事

富士松・依佐美中 ・刈

業

谷南中学校のエレベー

担

タ ・雁が音中学校の故

当

障が多発 佐美）
学校）

課

ー改修を行った。 する

教

親子時計の改修を行っ

育

た ・調理室ガス器具取

総

替を行う
・刈谷東中学

務

校の屋外放送設 ・全中

課

学校に設置してある体

款

。 。（朝日）
備の改修

項

を行った。 育館バスケ

目

ットゴールの耐震 ・雁

担

が音・朝日中学校の老

当

朽 ・防犯カメラの更新

係

を行う。
点検を行った

施

。 化した火災報知機の

設

改修を行 （全中学校）

係

った。
各中学校の設備

1

等を計画的に改修する

0

こどができた。

成果

設

3

備改修については、大

1

規模改造事業において改修を行う計画をしている部分もあるが、大規模改造事業の目安で



との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,206 5,209 7,950 5,349 合計 7,949,793 円
需用費 7,949,793 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 5,206 5,209 7,950 5,349

職員人件費　② 212 1,192 422 524

総事業費（①＋②） 5,418 6,401 8,372 5,873

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 学

（

校教育
施策体系

施策の

平

内容 学校施設・設備の

成

整備・充実

目
　
　
　
的

２

　中学校の電気や管な

６

どの設備の小規模な補

年

主
た
る
内
容

　中学校の

度

破損や痛みが激しい設

評

備の補修を
修を行い、

価

学校施設の保全を図る

）

。 行う。

位
置
づ
け

関連

刈

計画  

根拠法令  

対象

谷

者 市内中学生及び教員

市

事業期間 ～

実施方法 ■

事

直営　■委託　□指定

務

管理　□補助・助成　

事

□その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　

式

業
　
実
　
績

２４年度実

１

績 ２５年度実績 ２６年

）

度実績 ２７年度計画

中

会

学校の設備等の補修を

計

行っ ・消防設備の修繕

名

・消火器の ・消防設備

担

の修繕・消火器の ・消

当

防設備の修繕を行う。

部

（
た。 取替を行った。

教

【全中学校】 取替を行

育

った。【全中学校】 刈

部

谷東、富士松、雁が音

一

、依
・体育館の舞台装

般

置・ウィン ・刈谷東・

会

富士松・雁が音中 佐美

計

）
チ取替修繕を行った

設

。 学校の給水設備など

備

の修繕を ・ガス調整器

等

等の交換を行う
　【全

補

中学校】 行った。 。（

修

刈谷東、富士松）
・富

事

士松・朝日中学校の浄

業

化 ・富士松・雁が音・

担

依佐美中 ・給水設備修

当

繕を行う。（依
槽の修

課

繕を行った。 学校の防

教

火シャッターの修繕 佐

育

美、朝日）
・刈谷東中

総

学校の防火扉電源 を行

務

った。 ・体育館舞台装

課

置の修繕を行
修繕を行

款

った。 ・依佐美中学校

項

の浄化槽送風 う。（刈

目

谷南、刈谷東、富士
機

担

の修繕を行った。 松、

当

雁が音）
毎年の点検の

係

結果を精査し必要な箇

施

所のみ修繕を行えた。

設

成果

危険箇所などの補

係

修を目的としているが

1

、緊急、緊急でない補

0

修をしっかりと見極め

3

る必要がある。

課題

指

1

標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

指標

指標
 

他市



030 29,610 合計 29,030,160 円
需用費 4,200,672 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 3,825,792 円
使用料及び賃借料

一般財源 35,364 29,138 29,030 29,610 21,003,696 円

職員人件費　② 1,768 912 1,056 1,422

総事業費（①＋②） 37,132 30,050 30,086 31,032

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

　教育用コンピ

６

ュータ等の維持管理を

年

行い、

主
た
る
内
容

○消

度

耗品費（トナー・イン

評

ク・紙等）
生徒への一

価

貫した情報教育をする

）

ことにより ○周辺機器

刈

の故障時の修繕費
、授

谷

業の理解度を高め、情

市

報活用能力を育成 ○コ

事

ンピュータ教室の保守

務

管理委託料
する。 ○賃

事

借料（パソコン及び周

業

辺機器・教材用ソ
フト

評

等）

位
置
づ
け

関連計画

価

 

根拠法令  

対象者 市

シ

内中学生及び教員 事業

ー

期間 ～

実施方法 ■直営

ト

　■委託　□指定管理

（

　□補助・助成　□そ

様

の他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　

部

実
　
績

２４年度実績 ２

教

５年度実績 ２６年度実

育

績 ２７年度計画

コンピ

部

ュータ教室の活用 コン

一

ピュータ教室の活用 コ

般

ンピュータ教室の活用

会

コンピュータ教室の活

計

用
機器等保守点検 機器

コ

等保守点検 機器等保守

ン

点検 機器等保守点検
機

ピ

器等更新

コンピュータ

ュ

教室の機器等の管理運

ー

営を行った。

成果

コン

タ

ピュータ教室の各学級

教

別の利用時間は、学級

育

ごとで差が大きいため

事

、全ての学級で目標の

業

年間10時間を達成し

担

たい。

課題

指標名称（

当

単位）
実績値 目標値

２

課

４年度 ２５年度 ２６年

教

度 ２７年度 ２９年度

指

育

標

指標
 

他市との
比較

総

検証

務課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

総

　
ス
　
ト

単位：千円
２

務

４年度 ２５年度 ２６年

係

度 ２７年度 ２６年度

（

1

決算） （決算） （決算

0

） （予算） 事業費内訳

3

事業費　① 35,36

1

4 29,138 29,



9,998 10,167

職員人件費　② 212 421 704 1,198

総事業費（①＋②） 9,765 10,162 10,702 11,365

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

７

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 学校教育
施策体系

施

平

策の内容 教育内容の充

成

実

目
　
　
　
的

　学校図

２

書を「学校図書館図書

６

標準」の水準

主
た
る
内

年

容

○図書の購入費
に保

度

ち、図書を継続的に更

評

新することにより ○書

価

架等備品の購入費
生徒

）

の読書指導に役立てる

刈

。

位
置
づ
け

関連計画  

谷

根拠法令  

対象者 市内

市

中学生及び教員 事業期

事

間 ～

実施方法 ■直営　

務

□委託　□指定管理　

事

□補助・助成　□その

業

他

評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　
実

１

　
績

２４年度実績 ２５

）

年度実績 ２６年度実績

会

２７年度計画

図書の購

計

入、入れ替えを行っ 図

名

書の購入、入れ替えを

担

行っ 図書の購入、入れ

当

替えを行っ 図書の購入

部

、入れ替えを継続
た。

教

た。 た。 的に行う

学校

育

図書館図書標準の水準

部

を保っている。

成果

「

一

学校図書館図書標準」

般

は全6校において基準

会

をクリアしているが、

計

継続的に図書の更新を

図

行っていく必要がある

書

ため、

現状どおりの事

充

業規模が必要と考える

実

。
課題

指標名称（単位

事

）
実績値 目標値

２４年

業

度 ２５年度 ２６年度 ２

担

７年度 ２９年度

指標

指

当

標
 

他市との
比較検証

課 教育総務課

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

担

　
ト

単位：千円
２４年

当

度 ２５年度 ２６年度 ２

係

７年度 ２６年度

（決算

総

） （決算） （決算） （

務

予算） 事業費内訳

事業

係

費　① 9,553 9,

1

741 9,998 10

0

,167 合計 9,99

3

7,950 円
需用費

1

8,998,950 

施

円

財
　
源

特定財源 0 0

設

0 0 備品購入費 999

係

,000 円

一般財源 9,553 9,741



２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 40,456 38,451 40,525 43,798 合計 40,524,557 円
需用費 2,012,951 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 1,381,536 円
委託料 6,938,676 円

一般財源 40,456 38,451 40,525 43,798 使用料及び賃借料
30,191,394 円

職員人件費　② 1,061 1,403 1,760 1,347

総事業費（①＋②） 41,517 39,854 42,285 45,145

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 学校教育
施策体系

平

施策の内容 学校施設・

成

設備の整備・充実

目
　

２

　
　
的

　指導用・管理

６

用パソコンの借上げと

年

、その

主
た
る
内
容

○消

度

耗品費（トナー・イン

評

ク等）
機器維持管理の

価

ための運用委託管理を

）

行う。 ○周辺機器の故

刈

障時の修繕費
パソコン

谷

の積極的な活用による

市

教育指導の向 ○指導用

事

パソコンの保守管理委

務

託料
上及びグループウ

事

ェアの利用により、開

業

かれ ○賃借料（パソコ

評

ン及び周辺機器・教材

価

用ソ
た学校づくりやよ

シ

り充実した授業づくり

ー

を行 フト等）
う。

位
置

ト

づ
け

関連計画  

根拠法

（

令  

対象者 市内中学生

様

及び教員 事業期間 平成

式

１３年度 ～

実施方法 ■

１

直営　■委託　□指定

）

管理　□補助・助成　

会

■その他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　

一

業
　
実
　
績

２４年度実

般

績 ２５年度実績 ２６年

会

度実績 ２７年度計画

指

計

導用パソコンの一部更

パ

新 指導用パソコンの運

ソ

用 指導用パソコンの運

コ

用 指導用パソコンの運

ン

用
事務用プリンタの更

管

新

指導用パソコンの管

理

理運用を行った。

成果

運

また、事務用プリンタ

用

の更新をした。

各教科

事

や総合的な学習の時間

業

の指導での具体的で効

担

果的な掲示物として、

当

写真や資料をカラー印

課

刷にする機会が増えて

教

き

た事でパソコン用カ

育

ラープリンターのイン

総

ク代が不足している。

務

課題

指標名称（単位）

課

実績値 目標値

２４年度

款

２５年度 ２６年度 ２７

項

年度 ２９年度

指標

指標

目

 
他市との
比較検証

担当係 総務係

10 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

1

ト

単位：千円
２４年度



係

48 58,860 59,184 60,094

職員人件費　② 1,981 1,262 1,056 1,422

総事業費（①＋②） 58,029 60,122 60,240 61,516

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

７

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 学校教育
施策体

平

系
施策の内容 教育内容

成

の充実

目
　
　
　
的

　保

２

護者負担経費の軽減と

６

教育活動の充実を

主
た

年

る
内
容

○生徒用一般教

度

材の購入
図る。 ○教師

評

指導用教材の購入
○特

価

別支援学級の教材備品

）

等の購入
○全中学校の

刈

教材用備品等の更新及

谷

び新規購
入
○学校新聞

市

等の印刷製本費

位
置
づ

事

け

関連計画  

根拠法令

務

 

対象者 市内中学生及

事

び教員 事業期間 ～

実施

業

方法 ■直営　■委託　

評

□指定管理　□補助・

価

助成　□その他

シート （様式１）

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

計

年度実績 ２５年度実績

名

２６年度実績 ２７年度

担

計画

生徒用一般教材を

当

購入した。 生徒用一般

部

教材を購入した。 生徒

教

用一般教材を購入した

育

。 生徒用一般教材を購

部

入する。

生徒用一般教

一

材の購入を円滑に進め

般

ることができた。

成果

会

学校での印刷・資料作

計

成機会の増により印刷

一

製本費と消耗品費の生

般

徒数に応じた振分につ

教

いて検討を要する。

課

材

題

指標名称（単位）
実

整

績値 目標値

２４年度 ２

備

５年度 ２６年度 ２７年

事

度 ２９年度

指標

指標
 

業

他市との
比較検証

担当課 教育総務課

Ｃ

款

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

項

単位：千円
２４年度 ２

目

５年度 ２６年度 ２７年

担

度 ２６年度

（決算） （

当

決算） （決算） （予算

係

） 事業費内訳

事業費　

総

① 56,048 58,

務

860 59,184 6

係

0,094 合計 59,

1

183,898 円
需

0

用費 43,992,6

3

95 円

財
　
源

特定財

2

源 0 0 0 0 備品購入費

施

15,191,203

設

 円

一般財源 56,0
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